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Q：皆さんが相談対応の際に、意識していることや大切にしていること、留意
していることについて教えてください。

＜準備段階＞
＜相談の入り口＞
＜相談の途中＞
＜相談のゴールに向けて＞
＜その他＞

Q：相談対応で困ったこと、どうしよう…と悩んだことは、どんなことですか？
事例やエピソードがあれば教えてください。

Q：相談対応で嬉しかったこと、やりがいと感じたことは、どんなことですか？
事例やエピソードがあれば教えてください。

ワーク
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20年の歴史のあるNPO法人（子ども会の活動から発展し、多世代の居場所
や地域住民の生活支援、まちづくり活動を行う団体）ですが、創設者でもある理
事長のリーダーシップのもと、毎年、複数の助成金や事業収入（参加費やリサイ
クルバザー等の物品販売、講演謝金等）、地域企業の協賛など、約2,500万円
の事業規模があります。今まで積極的に個人寄付を集めたことはありませんが、
賛助会員の制度があり、毎年、約50人（長年の支援者）から30万円の会費収入
があります。

今後の方向性はどうするの？」「世代交代は？」「助成金や委託金に依存して
いて大丈夫？」との声が内部にあり、年2回開催される理事会でも話題にのぼ
るようです。そんな中、商店街の一角に空きスペースができ、活用してほしいと
の依頼がNPO法人にあり、理事長の夢でもある「みんなのまちづくりカフェ」を
つくろう！と理事長から理事会で提案があり、事業の継続性や財源確保への懸
念への声がありましたが、検討を具体的に進めることになったようです。
理事長は乗り気で、この機会に個人寄付に注力して財源確保に取り組みたい、
クラウドファンディングにも挑戦したい、との意向が毎月・各事業のリーダーが
集まる「事務局会議」で示され、来月の会議に寄付募集について提案をするよ
うにとの指示が事務局長にされました。

事務局長は、急な展開に戸惑いながら、日頃から相談に乗ってもらっている
あなたに相談に来ました。さて、あなたは、どう対応しますか？

ケーススタディ ①
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☆特徴、強みは何か？ 気になる点や懸念点、弱みは何か？
●20年の歴史で「蓄積されたもの」や「強み・魅力」は何か？
今まで、どんなピンチとチャンスがあり、どうしてきたのか？
象徴となるような事業やエピソードなどは？賛助会員50人

＜事業の状況＞
●事業内容と状況（順調／停滞／成長） ※事業報告書／計画書
＜ファンドレイジング＞
●財源戦略。本当に個人寄付への注力が必要なのか？なぜ、個人
寄付への注力をしたいのか？（緊急性と重要性） ※財務諸表
●会員やボランティアの参加・協力の状況 ※事業報告書／計画書
＜組織運営の状況＞
●理事長のリーダーシップと理事会の役割、他の理事・監事は？
●事務局長と事務局、現場のスタッフやボランティアは？
●理事会運営と事務局会議運営の状況 ※議事録

ケーススタディ ① 対応のポイント例

現状把握

情報収集

課題の見立て

関係構築

受容

話（課題）を

聞く

☆相談者の「主訴」は何か？ ☆「期待値のすり合わせ」
●事務局長は、あなたに「何を」「聞いてほしい」のか？
「期待していること」は何か？
●愚痴・吐き出す／情報収集／課題設定／計画策定／実行支援
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ケーススタディ ① 対応のポイント例

取組み課題の
設定

☆取組み課題は何か？
◎「後押しをする」のか、「立ち止まる」のか
●そもそも、相談団体のめざす方向性や目標（中期戦略・計画）
●「みんなのまちづくりカフェ」に取り組むべきか否か
●「カフェ」の事業企画・計画（進め方）と検討事項の整理
※目的・意義・目標・めざす成果・リスク、他事例からの学びなども

●財源の見通しと今後の戦略／助成金活用や事業収入増の検討、
団体への寄付（賛助会員）への注力、寄付募集の検討
●ファンドレイジングの「学習」

●事務局会議での検討と理事会での決定に向けた意思形成・決定
プロセス
●理事会の協力体制、現場スタッフやボランティア、地域の協力者
を含めた「チームづくり」とコミュニケーション
●「みんなのまちづくりカフェ」に取り組むことの先にあること（世
代交代・人材確保・ファンドレイジングなど）

期待値のすり
合わせ

●相談のゴールは？取組み課題を何に設定する？
（例）すぐやること／計画的に取り組むこと／置いておくこと
●今後のスケジュール（相談の内容と計画、支援者の役割・提供す
るもの、次の相談日程と頻度、次に向けた準備は？


